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（○：妥当，x：妥轟でない，△：中間）
　言語単位と考え得るものを意味的な最小の単位とされる形態素から順に並べると，「形態素」
「語」「複合語」「旬」「文」「文章」となるが，それぞれのレベルでの構成要素の一覧を作る場合，
どのような分類と配列が妥当（使いやすい）であるかまとめたものが表3である（妥当性の判断
は主に検索のしゃすさを念頭に置いているが，意味体系の掘握を中心に考えれば，「意昧」の欄
の△は○になるだろう）。
　手紙文の文例集などは「形」の順に並んでいてもほとんど用を足さないことから分かるよう
に，より大きな言語単位になるほど，意味を手がかりとする分類・配列がふさわしくなるよう
だ。このことは，文以上の単位について，（文型ではなく）「形」を数えるような調査が行われて
いないことからも書える。おそらく，文以上になると，固定的な単位連続が存在しにくくなり，
ほとんどが使用頻度1となり，数えることが意味をなさなくなるからであろう（宮島1994：116）。
6．凄．分類と配列の分離
　意味分類とその配列とは必ずしも同一の基準で行う必要はなく，別々の基準を適用することも
可能である。現に，英語のシソーラスには，分類を意味的類似性で行い，配列をアルファベット
順にしたものがある。また，三省堂『カタカナ類語辞典』（2002）は，外来語の類義語群に対して
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図3　星座になぞらえた語彙表（一部）
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欝本語のキーワード（見出し）を付け，そのキーワードの五十音順に配列したユニークな辞書で
ある。
　もともと意味には定まった順序がなく，基本的に始まりや終わりのある線条的な講造を持って
いない。そのことを特徴的にとらえたのが林（！957：105）の「星図になぞらえた語彙表」（図3）で
ある。
　特定の語を参照しているときは，その語の周りに関連語が配麗されていればよいのである。こ
の特性を考慮すれば，シソーラスの配列は，（端を持たない）球面上に配置するのが適切なのか
もしれない。このような発想は他の分野にも見られる。久保田他（2004）では，様々な知的コンテ
ンツを蓄積する「知球」というシステムを提案している。
7．シソーラスに欠けている情報はどのようなものか
　Crystal（1987）によると，シソーラスには類義性の具体的な内容が記述されていないため，雷
語研究者は興味を持たないという指摘がされている。
　　　しかしながら，雷語研究者にとってはその価値は小さい。というのは，シソーラスには
　　個々の語彙素のあいだの意味関係に関する情報が含まれず，また，地域・社会・職業による
　　差異についても，異種の語彙素が注釈なく並列されているからである。意昧の構造を研究す
　　るには，語彙素間の意味関係をつきとめるためのより正確な手段が必要とされる。（邦訳
　　162）
　このような位梢に関する情報や体系を構成する個々の語同士の意味関係を構造約かつ統一的に
に把握するには，使用文脈から虜動的に意味関係を解析する手法の導入が必要となるだろう。そ
の一一一＋例として，岩城・蛭谷（2006）がテキストマイニングの方法を用いて，分類語彙表の部分体系
を構造的に示した例が挙げられる。また，使用頻度や語種などの情報もシソーラスには欠かせな
いものとして今後記載されることになるだろう。とくに使用頻度については，コーパスの活用が
期待されるQ
8．おわりに
　本稿では，言語的特徴をもとにシソーラスを今後どのように発展させられるかについて述べ
た。シソーラスの拡張は，実際にどのような活用場面があるかと深く関連しているので，シソー
ラスを必要とする現実的な場面からのフィードバックも今後検討したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献
Crystal，　D（1987）　The　Cambridge　Dictionary　ofLanguage，　Cambridge　：　Carnbridge　University　Press．
　（邦訳：風間喜代三他監訳（1992）『雷語学百科事典』大修館書店）
石綿敏雄（1980）fシソー・一ラス」国語学会編『国語学大辞典』，466－467，東京堂繊版
岩城裕之・蛭谷安紀子（2006）「「分類語藁表」3．1910－10語彙の部分体系一同一文中に患現する他語
　との関係を手がかりに一」『語彙研究』3，1－11
140
共同通信社編（2005）『記者ハンドブック第10版新聞用字胴語集」共同通信社
久保田秀和他（2004）「「知球」：持続的に発展可能な蒔空間記憶の構築」謬ヒューマンインタフェー
　ス』（情報処理学会研究報告），2004（90），1－8
国立国語研究所（1964）『分類語彙表』秀英繊版
国立国語概究所（1997）『現代尉垂誌九十種の用語用字金語彙・表記［FD版】1三省堂
三省堂編修所編（2002）獅タカナ類語辞典』三省堂
林大（1957）「語彙」匿講座現代国語学Hことばの体系』，95－125，筑摩書房
宮島達夫（1994）『語彙論研究』むぎ書房
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付　記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へんさん本稿は，2005年12月17日に，国立国語研究所にて開催された公開研究発表会「シソーラスの編纂
と活用」の予稿集に掲載したものを改稿したものである。
山崎誠（やまざきまこと）
　　国立国語研究所　研究開発部門
　　190－8561東京都立川市緑ll聡591－2
　　yamazaki＠kokken．go．jp
141
